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土間天端（GL+50程度）

カラーはグリーン・コーナー用150*150⇒4か所設置

標準断面詳細図

特記事項
製作年月日

縮尺図面名称

工事名称 内
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擁壁詳細図

上部：エバニューフェンス

水抜き穴：VPΦ75㎜＠3000以下

擁壁　A 擁壁　B 擁壁　C

H=800タイプ

H=1000タイプ

フェンス柱廻り増し打ち（400*400）

＠2000端部のみ＠1000

下部：XAブラインドH=962

支柱：□-100*50*2.3

朝日目隠しフェンス：AM-1800-E（めっき+樹脂塗装品）

現況歩道面

現況歩道面

伸縮目地ｔ＝20㎜程度 伸縮目地ｔ＝20㎜程度

CON打ち放し仕上げ

面取り20*20

天端：ｺﾃ押え仕上げ

既存「桜の木」撤去処分詳細

木-01

木-02

木-03

木-04

木-05

上部の枝及び幹は撤去済み⇒伐根のみ

上部の枝及び幹及び根っこ撤去処分

上部の枝及び幹及び根っこ撤去処分

上部の枝及び幹及び根っこ撤去処分（上部は二股の樹木）

仕様（全て桜の木H=7.0ｍ～10.0ｍ程度）木の　NO

上部の枝及び一部幹は撤去済み⇒伐根のみ（H=2.0ｍ残存有り）
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裏込め石（300*H=1000）
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擁壁天端（≒GL+100程度）

GL

擁壁天端（≒GL+100程度）
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擁壁天端（≒GL+100程度）

歩道天端

歩道天端

歩道天端

擁壁土工事の支障範囲撤去復旧（≒１／３の範囲）

安全ラバー（リサイクルゴム成型品）W=150

周囲の安全ラバーは全て撤去復旧（≒13ｍ） 土間CONｺﾃ押え（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ100*100*6）

砂場復旧詳細図 既存倉庫復旧後詳細図

木製小屋の撤去処分詳細

明石市立明南保育所外構改修修繕

2024年9月  日

GL

裏込め石（300*H=1200）

裏込め石（300*H=1400）

1：
0.5

既設物置：2900*1500*H=2100

物置復旧後平面図 物置復旧後断面図

ワイヤーメッシュ100*100*6
コテ押え仕上げ

おもちゃ置き場

木製小屋

木製：1700×550×H=1700　屋根塩ビ波板　全て撤去処分跡地整地

木製：3700×1600×H=2000　屋根塩ﾋﾞ波板基礎CB造2段積み全て撤去処分跡地整地

アスファルト舗装t=50+路盤t=150に改修

既設擁壁（RC造+石積み）及び土留め板撤去処分

擁壁H=600～1200　D≒500
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砂場復旧後断面図

砂場サイズ：4050×3050×H≒600

裏込め石（300*H）
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既存の砂は全て入れ替え（H=600程度）⇒川砂
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化粧目地　W=20　＠200
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既存撤去部（石積み擁壁及びフェンス）及び歩道部復旧図
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土砂流出防止材Φ75用 土砂流出防止材Φ75用

土砂流出防止材Φ75用

土砂流出防止材Φ75用
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下部：ブラインドフェンス（XAタイプ）

D13：差し筋アンカー
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上部ENパネルWﾒｯｼｭH=760
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現地着前に敷地高低測量（道路側・敷地内≒200ｍ2の範囲）を行い,擁壁レベルの最終決定とする

使用するコンクリートは無筋CONFC18-15-20・有筋CONはFC21-15-20を標準とする

道路占用・使用については,各管理者の指示による

根切土は全て場外処分とし,埋め戻しは山砂の類とする（公共建築工事標準仕様書表3.2.1によるA種）

歩道部：カッター切り+表層+路盤撤去処分

AB及びAPL：M-12×10箇所　

AB-M12
ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ


